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鑑定例を中心として
宮内義之介
従来，社会の表面に出ることの少なかった法医学が，
終戦後は有名な事件に常に登場して脚光を浴びるように
なりました。個人の権利義務を主張する傾向が強くなっ
たことも一因ですが，米軍の占領下にあって米国流の物
的証拠を重視する裁判が行なわれるようになり，犯罪の
捜査から裁判の決審までの手続きを規制する刑事訴訟法
が改訂されたことが主な原因であります。
昭和 24年 7月6日， ときの国鉄総裁下山定則氏が常
磐線綾瀬駅付近で蝶死体となって発見され，それが蝶死
体であるか，他殺後に偽装した死後蝶断であるかをめぐ
って論争が行なわれたことは，皆様ご存じの通りであり
ます。法医学的に問題となったのは死体における生活反
応の有無と死後の経過時間でありましたが，残念なこと
に捜査に必要な正確さをもってこれに応えることは不可
能でした。これに前後して，三鷹事件，松川事件，帝銀
事件，八海事件等が発生し，法医学の真価が問われるこ
ととなり，これらを契機として，従来ややもすればおろ
そかにされていた捜査法医学の領域の研究が盛んになっ
たのであります。
多数の鑑定人が次々と関与して中々に解決できない事
件は，鑑識学上未開拓の分野に属するもの，初動捜査が
不十分で鑑定資料が不足し，鑑定人の主観が多分に介入
するおそれのあるもの，一見常識的な様相を示している
が，精密な吟味を経なければ結論を出し得ないものな
ど，私たちに貴重な示唆を与えてくれることが多いので
あります。私は幸いにして有名な事件には何らかの形に
おいて関与することができましたので，取扱った事件の
中から興味あるもの，あまり知られていない分野に属す
るものなどを選んでご紹介したいと思います。
八海事件
昭和 26年 1月24日，山口県下に発生した強盗殺人事
件で，被告5名の中 1名は服罪しましたが，他の4名は
無罪を主張してながい裁判を続けた有名な事件でありま
す。事件が最高裁判所から広島高等裁判所にさしもどさ
れ，私が鑑定を命ぜられたときは，審理の焦点は単独の
長千葉大学名誉教授，神奈川県小田原市池上 5
MIYAUCHI，YOSHINOSUKE: Medico-Legal Praxis. 
1.197，March 12，Received for publication
犯行であるか，多人数の犯行であるかを明らかにするこ
とに絞られ，鑑定事項もそこに指向されておりました。
私は被害者早川惣兵衛の損傷の成因と現場血痕の形成過
程についての鑑定を担当しました。被害者の頭部，顔面
には 8個の割創様の損傷があり，その中 7個はほぼ同様
な性状を示し，現場に放置されていたマキワリによるも
のと推定され，右眉毛内端より右顧骨部にわたる割創は
創縁が鋭利に見えるので，同様現場にあった出刃庖丁に
よるものと推定され，とのこ種額の兇器が存在するとい
う推定が多人数による犯行であるとする一つの手懸りと
もなっていたのであります。
損傷の形状からその兇器を推定するためには，創を構
成している創縁，創角，創洞，創底の模様を詳細に検査
することが大切でありまして，そのためには現物を観察
することがもっとも望ましいことであります。しかしな
がら本件においては死体鑑定書と当時撮影された顔面
の写真のみが唯一の資料でありまして，鑑定書には損傷
の存在を示す記載のみで，その性状に関するもの，とくに
兇器の形状を忠実に印象されている筈の骨損傷の模様に
関しては全然触れておりません。さいわいにして，残さ
れた写真の中で顔面のものは鮮明に写されており，鑑定
の資料となり得ました。問題の右眼部割創の創縁を詳細
に観察すると，所々に皮膚が完全に切断されていない部
分があり，切断されている部分でも創縁が正鋭な場所と
鈍な場所とが見受けられました。これは兇器刃部の鋭
鈍，欠損などに関連するものと考えられるので，現場に
遺留されていた各兇器を使用して頭部模型に対する実験
を行ない，形成された各割創の形状と被害者の損傷の形
状とを比較検討した結果，マキワリによる損傷が被害者
のそれともっともよく額似しておりました。そこで，マ
キワリの刃部を観察すると，永年の使用によって大小の
刃こぼれを生じ，その凹凸鋭鈍にしたがって創縁に特有
な形状を形成したことが判明しました。さらに原写真の
実物大引伸印画とマキワリ刃部とを対照すると，それら
の諸点がよく一致しました。空巣ねらいがバールやドラ 
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イパーを使って戸口をこじあける際に，雨戸や扉にそれ
ら兇器に特有な百|っ掻き傷を作り，それが犯人割り出し
の手がかりとなることがあります。その痕跡をツールマ
ークといっておりますが，その同定方法を本件に利用し
た訳で、あります。
以上によって，被害者の頭部と顔面にある 8個の割創
はいずれもマキワリによって形成されたものと推定され
ましたが，このことはただちに単独犯行説に連らなるも
のではありません。同一兇器による多人数犯行も考えら
れるので，各損傷がどのような経過をとって形成された
かを究める必要があります。損傷の形状，分布，配列の
模様から当時の被害者と加害者との姿態を推定すること
ははなはだ困難な問題であります。損傷の模様は両者の
相対的な姿態に規制されますので，本件においては被害
者の当時の姿態をまず推定することであります。被害者
は当時布団から半ば乗り出した仰向けの状態で発見さ
れ，頭部の後方にある壁と唐紙には 3群の血液の飛沫痕
がありました。写真上の飛沫痕を観察すると，各群とも
扇形に展開して点在し，かなめに当たる部分が被害者の
創口に相当する筈であります。これらの飛沫痕の模様と
死体の発見された周囲の状況などから，被害者の各損傷
は就寝時と坐位にあったときに形成されたものと推定さ
れ，それを基にして加害者の姿態を推定することになり
ます。不明瞭ながらも写真より創の形状が読み取れ，被
害者身体と作用したマキワリ刃部のなす角度が推定され
たので，各創形成時の加害者は被害者の左右両側と前面
より兇器を振り下ろしたものと判定されました。しかし
ながら，それによっても単独の犯行であるか，同一兇器
を使用しての複数の犯行であるかは鑑定不能でありま
す。一方，被害者早川惣兵衛の妻ヒサは拒殺されてか
ら溢死を装って隣室に吊り下げられており，この偽装
行為が単独の犯人でなし得るであろうかということが科
学警察研究所で鑑定され，ここでは多人数犯行説を採っ
たのであります。その後単独でも可能で、あるという鑑定
もあり，被害者両人の死体のみから犯人の員数を推定す
ることは不可能と思われます。
遠山村事件
担当した弁護人が法医学への挑戦という副題で単行本
を発表し，私をはじめ鑑定に関与した法医学者に反ぱく
を加えたことで有名な事件であります。独り暮しの老婆
が被害者である強盗殺人事件の容疑者として高校生が起
訴され，損傷と兇器との関係が問題となり争われまし
た。被害者の顔面と右側頭部に 10個前後の損傷があり，
いずれも 2，.3cmの大いさで，割創様，あるいは挫創様
を呈し，大部分のものは T宇型であります。相当する頭
蓋骨は三日月型に浅く陥凹するもの， 3cm幅に深く陥
凹する長方形のもの，不規則に陥回するものなどがあり
ます。皮膚に見られる特有な T字型の損傷は従来経験し
ない形状を呈しているので，兇器の推定が難航している
とき，逮捕された容疑者の自供から兇器が発見されまし
た。それは竹割りと称する日本万の先端を折って改造し
た竹細工の道具であって，先端は鈍円をなし，木の柄を
つけたかなりの目方のある刃器であります。骨折の形状
は兇器の姿をそのまま印象してくれることが多いので，
被害者の骨折部と兇器とを対照したところ， T字形陥凹
骨折部の横棒の部分が少しく費曲していて，その曲線と
兇器先端の讐曲部の曲線とがよく一致します。さらに 
3cm幅の長方形陥凹骨折に相当して兇器の万身の幅も 
3cmであります。問題は皮膚の T字型の損傷の発生機
序であります。平面のある兇器で頭部や顔面のように皮
下に骨のある部分を打撲すると，不規則な形状をもっ挫
創を形成する以外に星状や一真線状の裂創を形成しま
す。本件の兇器が刃部が作用せず万身の腹の部分が作用
するように使用されていることは骨折の模様から明らか
なので， T字型の縦の棒は万身の腹の平面部分による裂
創，横の棒は万身の先端による挫創であると考えられ，
この竹割りが兇器であろうと推定されるにいたりまし
た。
高等裁判所における弁護人側の反論は，兇器の竹割り
に血痕が付着していないこと，刃部ではなく万身の腹が
作用するように兇器を使用したことの不自然さ，皮膚に
おける損傷の形状から他の種額の兇器を求むべきであ
る，等の点、に主眼をおいておりました。兇器の鑑定に際
しては，まず血痕の予備試験であるベンチツン反応を行
なったところ陽性の成績を得たので，次に人血の反応を
試みたところ陰性の成績を示しました。不思議に思い調
査したところ，兇器は土中に埋められてあったとのこ
と，そこで木村君に実験して貰い土中に埋められた血痕
は空中に放置された場合と異なって速かに分解されて人
血の反応を失って行くことが判りました。有刃兇器を使
用する際に刃部を使用せず民他の部分を使用することは
時折見受けられるところであって，マキワリ，オノ，ナ
タなどその例が多いのであります。皮膚における損傷の
特異的形態の発生については前述したとおりであり，骨
折の模様はこの兇器であることをはっきりと物語ってお
ります。以上 3点の反論に対する私の証言が容れられ，
事件は最高裁判所まで持ちこまれましたが有罪の判決が
下され，無期懲役に処せられました。
消化残蛮
人間の食物の種額は人種により，地域により，季節に
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より，また同一人でもその時々によって異なるので，人
間の消化管内容から個人識別が可能であり，その人自身
の24時間の足どりを示しているともいえます。従来，
消化管内容に関する研究は内科方面においてわずかに行
なわれでいるのみでしたので，私は昭和 30年頃から法
医学的にこの方面の系統的研究を始め，植物性食物以外
に動物性食物(魚額は津金沢君担当)を加えて摂取食物
の形態学的研究と題してこれを完成させ，現在では全国
警察鑑識課の指針として日常活動に利用されておりま
す。
白いハイヒール事件というのは，里見公圏内で絞殺さ
れた女性死体の身元が穿いていたハイヒーノレから判明し
たので名付けられた週刊誌の事件名であります。被害者
の身元を明らかにすることは加害者の割り出しとも通ず
ることが多いので，重要な捜査の第一段階であります。
本件ではスカートに印されていた洗濯庖のメモ，ハイヒ
ールの底に見られる特殊な縫い文様，全体としての服装
や所持品の傾向などがその鍵となっておりました。一
方，私たちの解剖の結果から，輸卵管炎の痕跡，血液型
が判明した以外に，消化管内に下方より上方に向って次
のような残誼を発見することができました。黄白色の蛍
光を発する油滴と特有な細胞膜を有する組織片(ショウ
ガ)，短かい柱状の支柱細胞， 星状細胞，特有な配列を
示す柵状細胞よりなる組織片付ンゲンマメ)， トマト
とスイカの種子，特有な細胞群よりなる黒褐色組織片
(アサクサノリ)，未消化のカンピョウ，特殊な植物毛(コ
ムギ)を混ぜた蛋白質(パン)などが発見され，昧噌汁
に特有な大豆の柵状細胞，支柱細胞，あるいは野菜額に
見られる各種の組織片は発見することができませんでし
た。以上の消化残誼より考えられる被害者は，当時にし
てはぜい沢な食事をとり，通常の日本人の生活とは異な
って不規則な生活を営んでいると推定され，服装が高価
な材料を使っている割に仕立が上等でない点などと一致
しております。辛棒強い捜査員の捜査の結果，ハイヒー
ルの底のロールからその製造元をつきとめ，被害者が判
明し，そして加害者の逮捕へとつらなったのでありま
す。被害者はもと玉の井の特飲街で働らき，赤線廃止と
ともに多額の貯えをもって 2号生活に入ったアパート暮
らしの女性で，加害者はその貯えをねらった男と被害者
の昔の仲間でありました。
今から 7<"，-， 8年前に某県の小学校校舎の中で女教員が
真夜中拒殺された事件があり，新聞や週刊誌に大きく取
り上げられました。同僚の男子教員が被告人として第 l
審で有罪となり，東京高等裁判所に控訴してから私のと
ころに次のような鑑定命令がまいりました。被害者の衣
額と体内から発見された精液の血液型は何型であるか。
被害者の小腸内に発見されたアサクサノリは食後何時間
経過したものか。前に死後の経過時間の推定は現在の法
医学では困難な問題であると申し上げましたが，食事時
間が明白な場合は消化管内の食餌進行状態から死亡時間
を推定することが可能であります。この問題に関しまし
ては，胃内容が空虚になるのは食後 3'""-'4時間であると
か，食後小腸末端に到達するのは 6時間前後であるとか
言われておりましたが，確かな根拠の上に立ったもので
はありません。前述の消化残査の研究の際にこの問題に
ついて同時に研究を行ない，摂取した食物は胃に到着す
るとともに間もなく十二指腸に出初め， 1回の食事量は
消化管内に 2'""-'3時間の幅をもって充填されていること
が判りました。すなわち，昼食は小腸のどこまで進んで
いるかという表現ではなしに，昼食の先端は小腸のどこ
まで，末端は小腸のどこまでと明らかにしなければなら
ないのであります。また，進行状態も食事の種類や個人
差に強く影響され， 30分前後で小腸の末端にまで到着す
ることもあります。本件においては被害者と被告人が一
緒にノリ巻を食べ，その時聞が判っているので，ノリ巻
きのアサクサノリの進行状態が被告人のアリバイ成立の
鍵を握っているものと言えます。残念なことに，解剖し
た鑑定人が小腸内に多量のアサクサノリを発見したと記
載したのみでその先端と末端の位置が示されていないた
め，鑑定は不能に終りました。しかしながら，被害者の
体内からの精液はすでに消費してしまったけれども，衣
類からの精液について非常に困難な検査の結果，被告人
の血液型と異なる血液型を検出したのであります。高裁
もこの結果を採用し，無罪の判決が下されました。
骨折の力学
有名な代議士の息子さんが品川駅前で自動車と衝突
し， 30mほど空中に投げ出されて通りかかった自転車
の上に墜落し，脳障害で死亡しました。通りがかった自
動車の運転手が加害車を追跡し，一度見失なったけれど
も追いついてこれを捕えて警察につき出しました。被告
の運転手はその事実を否定し，検案書による被害者のパ
ンパー創の高さよりも被告人の自動車のパンパ{は約 
6cm位高いことを理由に抗弁しました。その頃私の教
室では自動車事故時における身体の損傷の性状，分布，配
列の模様から，事故時の逐次的経過を再現し，責任の所
在を明かにする研究をしておりました。本件が地方裁判
所から東京高裁に送られ，被告人の運転した車両によっ
て当該被害者のパンパー創を形成することが可能か否か
の鑑定を命ぜられたときは，交通事故の研究がそこまで
及んでおりませんでした。アクセJレを踏んで速度を増す
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と自動車の前面が上方に浮き上り，ブレーキを踏んで急
激に速度を減ずると前面が下方に沈む事実は日常見聞し
ておりましたが，どの程度のものなのかは実験によるほ
かに知るよしもありませんでした。立派な計器も設備も
なかったので，問題の自動車のパンパー中央に毛筆を固
定させる簡単な器具を作って取り付け，実験用道路には
軽い紙の衝立を立て，当時の推定速度にて自動車を運転
して墨汁を付けた毛筆をうまく衝立に衝突させて衝立上
に墨の痕を付け，その地上よりの高さを測定しました。
この原始的な測定方法は高速度映画や高速シャッターに
よる写真撮影によって吟味しましたところ，立派に実験
の目的を果してくれました。そして，急ブレーキをかけ
た時は 9.9cmもJ'¥'ンパーが下方に沈むことが判明し，
問題の車両でも被害者の損傷を形成することが可能であ
ると鑑定しました。
パンパー創の中で体の前面および側面から衝突を受け
たときは，加害車が時速 40km以上，小型車以上の四
輪車なればほとんど下腿骨の骨折を形成しますが，体の
後面から衝突をうけたときは時速 100km以上でないと
骨折を形成することは稀であります。これは事故時の車
両の速度を推定する一つの目安となります。一方，運動
量と骨折の関係を実際例について調査して見ると，等し
い運動量の場合は速度の大なるものほど骨折する割合が
多いことを示しており，教室の川瀬君が種々の試験器を
使用して人骨について実験を行なったところ，同様な成
績を得ました。更に長管骨を骨折するに要する吸収エネ
ルギー量を測定し，衝撃波の骨内伝達の模様，力の作用
方向と骨折型についての基礎的研究を行ないました。頭
蓋骨についても被膜法，落下試験器を利用して作用力の
方向，強弱による骨折形の変化，骨折に要する吸収エネ
ルギー量を測定し，交通事故のみならず，広い意味の損
傷と兇器との関係を解明する基礎を築きつつあります。
細川邸事件
東京文京区の細川邸内において管理人の妻が刺殺され
ているのを帰宅した夫とその母親が発見しました。警察
の捜査の結果，付近に住む青年が窃盗の目的で家内に侵
入したところ被害者に発見され，これを刺殺した疑いが
濃厚となり，自供も得られたのでその青年は起訴されま
した。しかし，被告人は智能程度が低く，その犯罪を立証
するためには自供以外の物証によらざるを得なかったの
でありますが，犯人の侵入路にあたる玄関のタタキとそ
れに連らなる廊下に残された多数の足跡のみが有力な証
拠でありました。第 l審においては多数の鑑定人が足跡
の鑑定に関与し，必ずしも一致した結論は得られなかっ
たけれども，それらは靴，足袋，裸足等によって形成さ
れたものと鑑定され，その中の 3個の靴の痕跡とされた
ものは大多数の鑑定人が一致した成績を出しているの
で，裁判所はこれを採用し，靴を穿いた第三者が真の犯
人であろうと結論し，裸足の被告人は無罪となりまし
た。検察側においては，靴の跡という鑑定に疑問を持
ち，靴を穿いた第三者は存在しないと主張して控訴しま
した。東京高裁から私に貸与された資料の中使用に耐え
得るものは靴の痕跡と称するものが撮影されている一葉
の写真のみでありまして，その中の l個の問題の足跡が
検査の対象となりました。この足跡は斜の方向から撮影
されているので歪曲された像を正しく復元することから
始めました。技術的困難を克服して正像となった足跡は
たしかに靴のかかとのごとく楕円形を半載したような輪
廓を呈しているが，その先端以近には小楕円形の小文様
があり，足跡全体に右上方より左下方に向かう線状紋が
流れておりました。そこで，問題となっている靴，足
袋，裸足によってどのような痕跡が印象されるかを模型
の廊下を使用して実験し，その実験は各種の条件を考慮
したために組合せは 100以上となり，回数は数千回に及
びました。実験の結果は足袋を使用した場合の痕跡がも
っともよく問題の痕跡と類似し，形状，大いさ，細部の
文様などから，女物の綾織り底の足袋にぬれた泥土が付
着し，爪先に近い足裏が作用して形成されたものと推定
されました。実験中，一度捺印して形成した痕跡をぬれ
た布片で清拭したところ，その部が自然乾燥するとかす
かに痕跡が再現する事実に遭遇しました。この事実を念
頭において，廊下を清拭した後に撮影した現場写真を見
ると，その部分にかすかながら明らかに足袋の爪先の文
様が残っており，これは前述の推定を裏付ける決定的な
拠証となりました。この他の詳細は省略しますが，裁判
所はこの鑑定を採用し，問題の足跡は被害者の母親の穿
いていた足袋によるものとの判断を下しました。
以上鑑定例を中心として，現在の法医学が司法上どの
ように関与しているかの一端をお話しを申上げました
が，犯罪の多様化とともに捜査法医学(鑑識学)の分野
が医学の枠を次第にはみ出しつつあるのが現状でありま
す。ご静聴ありがとうございました。
